
令和５年１月３１日
大分県病院事業経営改善推進委員会　評価結果

１　全体評価（案）

２　個別評価

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

プラン上の目標指標

３年度 目標値 実績値

紹介率 83.3% 92.9%

逆紹介率 121.0% 131.4%

プラン上の目標指標

３年度 目標値 実績値
診療情報提供料等を算
定する割合

40.0% 41.4%

プラン上の目標指標

３年度 目標値 実績値

在宅復帰率 80.0% 91.2%

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

プラン上の目標指標

３年度 目標値 実績値

一日あたり入院患者数 416.9人 422.0人

一日あたり新外来患者数 81.6人 72.3人

平均在院日数 11.5日 11.2日

病床利用率 82.4% 78.3%

入院診療単価 74,820円 76,201円

外来診療単価 28,196円 29,446円

看護必要度 29.0% 36.2%
診療情報提供料等を算
定する割合

40.0% 41.4% 再掲

在宅復帰率 80.0% 91.2% 再掲

プラン上の目標指標

３年度 目標値 実績値

平均在院日数 11.5日 11.2日

プラン上の目標指標

３年度 目標値 実績値

医業収支比率 96.2% 97.3%

経常収支比率 100.3% 105.4%

現金保有残高 7,854百万円 6,908百万円
 ※有価証券（譲渡性預金）含む。

プラン上の目標指標

３年度 目標値 実績値

材料費対医業収益比率 34.1% 33.9%

小項目
「Ⅰ」：特筆すべき進捗状況にある。
「Ⅱ」：良好な実施状況にある。
「Ⅲ」：概ね年度計画どおり実施している。
「Ⅳ」：計画までの実施ができなかった。

１　地域医療構想を踏まえた役割の明確化

　高度急性期、急性期医療機能の担い手として、地域の医療機関等との連携を図り、紹介・逆紹介を推進し、患者の早期の在宅復帰を
目指し、入院時から退院支援に力を入れる。

大分県病院事業中期事業計画（第四期）取組評価について

　令和３年度の業況は、収入が 20,356百万円 に対し費用は 19,267百万円 で、純利益は 1,089百万円（計画値 32百万
円）となっている。新型コロナウイルス感染症による受診控え等により減少した入院患者数や外来患者数は前年度に比べ
増加しているが、感染症発生以前の患者数には戻っていない。一方で、診療単価がアップしたことに加え、新型コロナ関
係の補助金交付を受けたことにより前年度を上回る医業収益を確保できたと考えられる。
　今後は新型コロナの収束後を視野に入れつつ、収益確保に向けた取組強化や経費の削減に努めるとともに、引き続き地
域医療の要として、より高度な医療の実践に向けて取組を進めることを期待する。

病院局自己評価 委員会評価 コメント（案）

大項目
「Ｓ」：小項目の評価全てがⅡ以上かつⅠが1項目以上
「Ａ」：小項目の評価８０％がⅡ以上
「Ｂ」：小項目の評価でⅣが1項目以内
「Ｃ」：小項目の評価でⅣが2項目以上

１）紹介率、逆紹介率の向上

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
目標に対して紹介率は9.6ポイン
ト、逆紹介率は10.4ポイント上回っ
ており、良好な実施状況にある。

目標を1.4ポイント上回っており、
良好な実施状況にある。

３）在宅復帰の推進

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

２）地域医療機関等の連携

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

２　経営の効率化

　医療の質の向上等による収入の確保や薬品費や医療材料費等の経費の節減に積極的に取り組む。

１）急性期医療の重点化

Ⅰ Ⅱ

Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
目標を11.2ポイント上回っており、
特筆すべき状況にある。

「一日当たりの新外来患者数」及び
「病床利用率」は目標を下回ったも
のの、その他の項目は目標を上回っ
ており、概ね計画どおり実施できて
いる。

Ⅰ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
薬品費が増えたことで目標を0.2ポ
イント下回ったが、概ね計画どおり
実施できている。

２）ＤＰＣ分析による経営戦略の強化

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ

Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅲ Ⅳ
目標より0.3日短くなっており、良
好な実施状況にある。

３）診療報酬制度への戦略的な取組

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 医業収支比率、経常収支比率は目標
を上回っており、概ね計画どおり実
施できている。

４）費用削減への取組

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ


